
 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます。 

今年こそ良い年になりますように！ 

～「終生にわたる事業と運営・体制の構想」提言その 2 

将来的な救済事業とひかり協会の運営・体制について 

皆さんからいただいた意見要望の報告について～ 

                           岡山県本部 森脇 良明 

あけましておめでとうございます。みなさん元気で新年を迎えられたことと思います。 

 思いもよらない提言（２）の内容にビックリされた方も多かったと思いますが、アンケート・ 

昨年１０月２９日に開催した交流会、協力員会議で出された主な意見を報告します。 

（1）医療費・検診費の金銭給付について 

医療費・検診費の援助は、全ての被害者が亡くなるまで継続して欲しい。 

（2）地区センター事務所の縮小・閉鎖について 

   現在ある地区センター事務所は被害者の減少に伴う職員数の減少は仕方ないが、私たち被害

者がいなくなるまで閉所しないで存続して欲しい。 

  ・守る会解散後、守る会に代わって三者会談に責任持った現場の意見をあげていく組織は地区

センター事務所しかないと思います。 

  ・守る会もない、地区センター事務所もない状況を作らないで欲しい。「最後の一人まで」と

いう表現は信じていますが、これから種々困った時、親身に相談にのってくれる職員の存在

は大切だという事を改めて感じました。（障害被害者のご親族） 

  ・被害者は減少するでしょうが、被害者の高齢化に伴い相談件数は増加すると思います。 

地域の実状は現場でしかわからないし、高齢化した移動範囲の狭い被害者にとって頼みの協

会は身近にあって欲しい。 

（3）相談事業について 

   訪問相談・相談業務は恒久救済が全面的に解決するまで、地区センター事務所で対応し、本

部事務局に移行しないでください。 

  ・原案では、本部事務局で行う業務に「必要な相談事業を行う」と提案されていますが、 

被害者からの相談に不必要なものがあるとは思えません。現在の「救済事業のあり方」「相

談事業はどんな相談にも応じる総合的な窓口をもつ」と記載されています。この部分は最後

まで改悪しないでください。 
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  ・障害を持っている人は、人間関係を築くうえでつながりを持っている人でないと自分が抱え

ている苦しみや思いを話せない。人相手の相談の仕事は水道管を直すのと訳が違い、ひとり

一人事情が違うし、きめ細やかに対応するためには、今までの医療や経過を整理し、状況把

握ができてないと対応できないと思います。 

（4）協力員活動について 

   ７５歳で終了するのではなく、元気で継続を希望する協力員については、規模を縮小して   

   継続して欲しい。 

  みなさんからいただいた貴重なご意見は、全国本部に全て報告します。最終意見の提出期限  

  は３月末です。言い残した意見は協会を通じてお送りください。よろしくお願いします。 

 

ウオーキングで錦秋の矢掛を満喫 

                            備前支部  入江 弘 

皆様お変わりありませんか？新型コロナは大丈夫

でしょうか。私は令和 4 年 3 月末で退職して孫の子

守りや新型コロナの事もあって、守る会の集まりには

あまり参加出来ていませんでした。 

10 月 16 日（日）秋晴れ、矢掛ウオーキングに初参

加しました。邑久駅から赤穂線で岡山駅に行き、春木

さんと深井さんに合流して伯備線に乗り換えて清音

駅で下車、迎えの中倉さんの車に便乗して矢掛に向か

いました。車窓からは、ところどころ金色に実った稲

の刈り取りが始まっていました。2018 年 7 月に西日

本を襲った豪雨は、洪水や崖崩れで 200 人以上が死

亡し大災害となりました。中でも真備町は特に被害の

大きかった地域で、4 分の 1 以上が浸水し、森脇委員

長のご自宅も浸水被害にあいました。家屋や河川など

の復興は進んでいますが今もなお、災害の爪痕が残り、

町の人口が 3000 人減少したそうです。一日も早く以

前の真備町に戻れることを願うばかりです。清音から

30 分ほどで「道の駅矢掛」に到着し、森脇委員長、

他４名と合流して 8 人で本陣通り（旧山陽道）をウオ

ーキングに出かけました。矢掛は、江戸時代の宿場町

として栄えた面影を今に伝えています。途中、本陣を

見学しました。 矢掛本陣は、江戸時代に参勤交代で、

大名や幕府の役人が宿泊、休憩した公認の旅宿で長崎奉行や巡検使、西国大名が主に宿泊したよう

です。主要な街道の本陣としては極めて少ないことが評価され、脇本陣と並んで国指定重要文化財

に指定されているのは全国でも矢掛だけです。通りには銀行やたくさんのお店が並び観光客も訪れ

て矢掛銀座といえば言いすぎですが、時代の流れを感じました。お昼ご飯は事前に本陣通りに予約

していた古民家レストランでオムライスランチをいただきながら近況や終生にわたる提言等々を 
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語り合いました。お腹もいっぱいになり 10 月 29 日の交流会で再会を約束して解散となりました。 

2023 年は新型コロナが終息して安心して歴史学習やふれあい活動が出来るようになる事を願い

ます。皆様も機会があれば矢掛をウオーキングされてはいかがでしょうか。 

 矢掛まるごと道の駅へ GO TO 

                            備前支部  深井 貞光 

10月 16日 入江さん春木さんと私は岡山駅から電車で伯備線に

乗り清音駅まで行き、そこで待ち合わせていた中倉さんの車に乗

せてもらい、水害があった真備を通り「道の駅 山陽道 やかげ

宿」へ到着。森脇さん・張谷さん・渡邉さんは車で直接「道の駅」

に集合して、7人で本陣通り（旧山陽道）を散策し、和菓子屋さ

ん、土産物屋さん、ネットで有名なパン屋さん、歴史的風情の有

る建物を再生した「矢掛ビジターセンター問屋」等を見学しまし

た。4，5 日前の天気予報では「雨または曇り」と言っていたの

ですが、日頃の行いが良いのか「晴れ男」「晴れ女」の集合で、

秋晴れの暑いぐらいの良い天気ですがすがしい一日をさわやか

に久しぶりに過ごせました。 

 国指定重要文化財に指定されている「矢掛本陣（石井家）」の

見学をしました。そこで江戸時代に西国大名が宿泊したという説

明と酒造関係の建物、米倉、酒倉等を見て回りました。案内の方

の説明を聞きテレビでの時代劇とはうらはらに全くのくい違い

がある事がわかりました。 見学の後に中倉さんに予約してもら

ったお店でコーヒー付きオムライスをいただきました。食事の後、

今回の提言についての話をしたり近況について話したりとのん

びりとしたひと時を過ごしました。昼食後は道の駅に戻り来年の

春の予定を話し合い「春はやっぱり花見でしょう。」と楽しい企

画を考えて解散しました。 

楽生関節クラブに参加して 

備前支部  小谷 栄一 

自主的グループ活動の中に「楽生 関節クラブ」が有る事を知り１２月に初めて参加させていた

だきました。倉敷健康福祉プラザにて約 1時間半位ストレッチ体操をしました。ここで教えてもら 

ったストレッチは今の私たちにとって非常に重要と感じました。参加者は１０名くらいで今回は 
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運動終了後に参加者数人でランチに行くという事になったので私も参加しました。楽しく情報交換

をして皆さんにもいろいろな関節痛が有ることを聞き安心しました。  

現在は新型コロナ感染予防の為、活動が滞っているようですが、出来る限り参加してストレッチ

体操など勉強して行きたく思います。 

森永ひ素ミルク中毒事件の歴史 その 5 

                        備中支部  平松 邦夫 

「丸山報告」前の岡山 

 いきなりですが、次回の「その 6」では、

事件史の中でも特別大きな偉業とされる

1969年の「丸山報告」を取り上げようと思

います。そして、今回はいままでのことを

振り返りながら、岡山ではその頃、どんな

状況だったのか考えてみたいと思います。 

 1965年、事件発表 10周年記念集会で、一時は組織の解散まで議論されましたが、多様な症状や

学習の遅れなど様々な問題を抱えた子ども達の状況から奮起し、一転して組織の存続を決議します。

そして同時に、協力医療陣に子ども達の検診を要請します。これを受けて、1967 年水島協同病院

で 35名の被害者検診が実施され、様々な身体症状を有していることが医学的に明らかにされます。

しかしこの後、検診結果は棚上げにされたままの状況で推移します。「自主検診」の走りとも思え

るのですが、何故かこれ以上の広がりには至らなかったのです。逆に親達の力は、「10周年記念集

会」でいったんは高揚したものの長続きせず、再下降していました。 1968年頃について、当時の

親族役員からは「10 周年の前は、集まる場を作っても誰も来ない。子ども達に問題は存在しない

のだと思っていた。それで、10 周年の集会では解散の方向が提起された。それから 3 年後の状況

もそれと似通っている。10 周年の熱気はなく、集まるのはほんの数人の役員のみ。しかし、今さ

ら解散を訴えるわけにはいかない。それがその頃の状況だった」と感慨深げに語られた記憶があり

ます。岡山の親達は、弱り果てていたのだと思います。夜明けの前が一番暗いと言いますが、まさ

に「丸山報告」前、岡山で細々とともし続けていた運動の灯りが消え入る寸前だったのでしょう。

続きは次号でお伝えします。 

 

２０２３年度守る会の活動予定  詳しくはひかり協会（086-232-3855）までお問い合わせください。 

自主的グループ活動（ひかり協会の援助事業） 

〇 守る会の歴史学習会 偶数月開催予定 岡山国際交流センター（岡山市北区奉還町 2－2－1） 

〇 楽生～関節クラブ  年 3 回開催予定 倉敷健康福祉プラザ（倉敷市笹沖 180） 

〇 なでしこ料理教室  偶数月開催予定 倉敷健康福祉プラザ（倉敷市笹沖 180） 

〇 ふれあい活動    ひかり協会と相談 

岡山県本部活動（支部集会を兼ねる） 

〇 グランドゴルフ   毎月第 4 土曜日 10：00～12：00 の予定（変更有） 

〇 ウオーキング    年 2 回程度開催予定 

〇 お茶会・女子会   身近な集まりを企画したいです 

〇 高野山参拝     新型コロナの状況に合わせて秋ごろに計画予定 

「守る会岡山」ホームページ http://www.mamorukaiokayama.sakura.ne.jp 
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